
－ 頼 も し い 上 級 生 に な れ ！ －
校長 平家祐孝

6 月 10 日から一泊二日の修学旅行に同行しました。出発前の数日、体調が優

れない子どもがいるということを聞いていましたが、当日全員が参加できたこと

をとてもうれしく思いました。また、2 日目の天気をとても心配していましたが、

子どもたちが旅館で主体的に作った「てるてる坊主」の効果もあってか、帰りの

バスが発車するまでは、全くと言っていいほど雨は降らず、また施設が空いてい

たこともあり、時間の許す限り目一杯楽しむことができました。

出発式で、友達同士の絆を深めようと言いましたが、行った先々で、前日欠席

していた友達やたんぽぽ学級の友達を気遣う姿も幾度となく見られ、そのたびに

温かい気持ちになることができました。

帰校式では、修学旅行は終わるけれど、この経験は新たなスタートであると子

どもたちに言いました。今回蓄えた経験を今後に活かすことが大切であり、今後

の学校行事や学級活動に反映されることが、本来の成果であると私は考えます。

今後、様々な行事や活動等を通して、最上級生として下級生にあこがれられる存

在になってほしいと強く期待しています。

■水泳の楽しさを味わわせたい

小学校時代、水泳が苦手だった私。小学 4 年生で初めて水の中で目を開けら

れるようになり、真っ暗だった水中が実はこんなに美しかったんだと感動した

ことを覚えています。その夏、家族旅行で行った海では、息をするのも忘れ、

ずっと（当時の感覚で）磯の生物に見とれていたことも覚えています。

水泳は、泳ぐ「距離」、泳ぐ「速さ」、多様な「泳法」など、目標に応じて様々

な達成の喜びを味わうことのできる運動です。また、水泳は、他の運動ではで

きない、「浮く」という感覚を長時間味わうこともできるとともに、いざと言う

ときには、自身の命を守ることのできる運動でもあります。

限られた日程ではありますが、水と仲良くなる心地よさを十分に味わってほ

しいと強く強く願っています。

□余談ですが…

朝から雨だった金曜日、バイク通勤でカッパを着てヘルメットのまま校舎内

に入った私。その姿を見た 1 年生の女の子が一言～「校長先生、今日も朝礼が

あるの？」…子どもに一旦染みついたイメージってすごいと痛感しました。



★☆6 年生が修学旅行に行きました☆★

・家に帰ると私はお母さんや仕事から帰ってきたお父さんに色々話し、お土産も

あげてとても喜んでくれました。修学旅行が終わってなんか少しさびしい気持

ちもありました。この思い出を一生忘れないでいようと強く思い、なんならま

た時間が戻って修学旅行に行く前になればいいのになと思いました。 Ｒ.Ｏ

・スチールドラゴンほどではないけどホワイトサイクロンも十分怖くてすごかっ

た。いつの間にか写真を撮られていて、私はずっと下を向いていた。横にいた

友達はめっちゃニコニコで、後ろに乗っていた友達の顔は少しひきつっていた。

この二日間は最高に楽しくてワクワクドキドキハラハラの連続だった。言葉で

は言い表せないほど最高で楽しい二日間だった。 Ｋ.Ｕ

・二日間の中で、世界について学び岐阜城や鵜飼いで日本の歴史や文化について

学び、ナガシマスパーランドで集団行動し、ルールを守って行動できました。

そして、みんなで協力し友情を深めすごく楽しい修学旅行になったと思いまし

た。 Ｙ.Ｉ

・リトルワールドで民族衣装を着られたことがとても印象深く残っています。フ

ランスの民族衣装はなんか外国っぽくて頭に大きなリボンがありました。民族

衣装を着るときにフランス人の人に着せてもらいました。私は、「フランス人

の肌って白いんだなあ」と思いました。 Ａ.Ｔ

・班のみんなとずっと楽しい雰囲気でいられました。ちょっと道に迷ったりした

ときもあったけど、だいたいは全員が意見が一致して分かれ道などをスムーズ

に進めました。ホテルでは料理がおしかったのと部屋の人との会話が面白かっ

たです。リトルワールドをこの 2 班でまわれて良かったです。そして何よりこ

の６の１のクラスで修学旅行に行けたのが嬉しいです。 Ｍ.Ｏ

・学校に行くと、みんな大きなバッグを持ってワクワクしていました。バスに乗

ると曲が流れ、ワイワイ盛り上がっていました。とても楽しかったです。友達

が、歌がうまいのでとても驚きました。ずっと一緒にいると、友達の意外なと

ころがわかってくるんだなあと思いました。 Ｓ.Ｎ

夏期休業日


